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研究の全体概要 

 

本研究では可能な限り早期なドロス問題解決に向け、3年間で次の 6項目を実施する。初年度（2020

年度）は主として①・②・③を、2021および 2022年度は主として④・⑤・⑥の項目を実施する。 

 

【実施項目】 

① 大手アルミメーカー等の協力によりドロスの収集・分析を実施し、ドロスの発生条件が組成や

構成相に与える影響を調査するとともに、本研究で使用する原料ドロスを確保する。 

 

② ドロスの取り扱い時に問題となる窒化物とメタル分を、意図的な水処理により水酸化物へと無

害化する。そこでは、発生するアンモニアをオゾンにより酸化してアンモニアを系外に排出し

ないプロセスを実証しながら、温度や固液比がドロス中の窒化物・メタル分と水との反応に及

ぼす影響を調査する。また、実用化に向けたプロセスと装置の設計を検討する。  

 

③ ドロス処理業者の協力によりオゾン利用型湿式処理プロセスの社会実装に向けて、操業や廃液

処理のコストを含めた実用的な検討を行う。 

 

④ 湿式処理により得られる無害化ドロスについて、毒性ガスや悪臭に対する吸着特性評価を実施

し、無害化ドロスの悪臭吸着メカニズムを解明する。併せて、ガス除去材料としての再生方法等

を検討する。  

 

⑤ 原料が微粉末であるドロスを最終的に悪臭吸着材として活用するための成型方法を、ペレット

化を主として検討する。 

 

⑥ 無害化ドロスを悪臭吸着材として実用化するための情報収集や条件決定を、環境浄化材料メー

カーとの協力により実施する。また、再生利用や最終処分を含めたライフサイクルコストの検

討を行う。 

 

 



研究の全体概要図 

 

 


